
 

 

 

 

チーム学校による生徒指導体制 ―「生徒指導提要」― 
 

  

チーム学校として機能する学校組織 ❷ 
 
〇 学校がチームとして機能するために 

は、教職員同士（教員のみならず事務 

職員や学校用務員、SC・SSW等も含 

む）はもとより、教職員と多職種の専 

門家や地域の人々が連携・協働して教 

育活動を展開することが求められる。 

 
〇 しかし、知識や経験、価値観や仕事 

の文化の違う者同士が関係性を築いて 

いくのはそれほど簡単ではない。専門 

性に由来するそれぞれに特有の文化や 

ものの見方をお互いに理解し、考え方 

や感じ方の溝を埋めることが必要にな 

る。そうでないと、教職員と多職種の専門家等との連携・協働が、かえってメンバーにストレス

を生じさせることにもなりかねない。したがって、学校を基盤としたチームによる連携・協働を

実現するためには、教職員、多職種の専門家など、学校に関係する人々に次のような姿勢が求め

られる。  

 

１ 一人で抱え込まない           

一人でやれることには限界がある。一人で仕事をこなさなくてはという思いこみを捨てて組織

で関わることで、児童生徒理解も対応も柔軟できめ細かいものになる。  

 

２ どんなことでも問題を全体に投げかける  

些細なことでも、学年会や校務分掌の会議、職員会議、ケース会議等に報告し、常に問題を学

年全体、学校全体として共有する雰囲気を生み出すことが大切である。  

 

３ 管理職を中心に、ミドルリーダーが機能するネットワークをつくる  

トップダウンのピラミッド型組織ではなく、情報の収集と伝達を円滑に進めるためのネットワ

ークを学校の内外につくることが求められる。その際、連携した行動の核となる司令塔（コーデ

ィネーターの役割を果たすミドルリーダー）の存在があって、初めて役割分担に基づく対応が可

能になる。学校規模、学校種、地域性などの実情に応じて、一人でなく複数の教職員（例えば、

副校長・教頭、生徒指導主事、養護教諭など）が「コーディネーターチーム」として連携の核に

なるという方法も考えられる。 


